


　県
都
・
松
山
に
隣
接
す
る
砥
部
町
は
、
川
沿
い
の
段
斜

面
に
広
が
る
砥
部
地
区
と
、
山
あ
い
に
広
が
る
奥
座
敷
の

広
田
地
区
に
わ
か
れ
ま
す
。
焼
き
物
の
里
と
し
て
の
ネ
ー

ム
バ
リ
ュ
ー
に
加
え
、
近
年
、
町
内
の
ス
ポ
ッ
ト
を
結
ぶ

陶
街
道
五
十
三
次
や
坂
村
真
民
記
念
館
な
ど
、
耳
目
を
集

め
る
ま
ち
づ
く
り
を
繰
り
広
げ
て
き
ま
し
た
。

　こ
こ
は
、
古
代
よ
り
、「
正
倉
院
文
書
」
や
「
延
喜
式
」

に
記
載
の
あ
る
「
伊い

よ

と
予
砥
」
を
産
出
し
、
良
質
な
砥
石
の

産
地
と
し
て
有
名
で
し
た
。
伊
予
砥
は
、
藩
政
時
代
、

全
国
に
販
売
さ
れ
て
、
広
く
そ
の
名
を
馳
せ
た
と
い
わ
れ

ま
す
。
砥
部
焼
磁
器
創
業
の
原
料
に
な
っ
た
の
も
、
こ
の

砥
石
く
ず
。
砥
石
山
の
一
帯
は
「
砥
山
」「
外
山
」
と

呼
ば
れ
、
こ
れ
が
「
砥
部
」
の
地
名
の
発
祥
だ
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　砥
部
町
に
は
無
垢
な
自
然
が
た
っ
ぷ
り
残
り
、
素
朴
で

懐
か
し
い
里
山
風
景
が
広
が
る
一
方
、
焼
き
物
を
ベ
ー
ス

に
し
た
モ
ダ
ン
で
ア
ー
ト
フ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
が
、
暮
ら
し

の
中
に
溶
け
込
ん
で
い
ま
す
。
町
の
隅
々
ま
で
、
呉
須
の

ブ
ル
ー
の
清
涼
感
が
満
ち
あ
ふ
れ
、
だ
れ
で
も
わ
け
隔
て

な
く
受
け
入
れ
る
、
懐
の
深
さ
も
持
っ
て
い
ま
す
。

　そ
ん
な
田
舎
と
現
代
が
混
在
す
る
姿
は
す
こ
ぶ
る

魅
力
的
。
清
ら
か
で
生
き
生
き
と
し
た
“
陶
源
郷
”
だ
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。



01	 町の有形文化財に指定されている梅山
大登窯

02	 柑橘の栽培が盛んな土地でもある
03	 一つひとつ丁寧に行う職人たちの手仕事
04	 全長 500 ｍの陶板の道は 580 枚の陶板
が敷き込まれている

05	 国道 33 号から障子山をのぞむ
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標高約 260 ｍの砥石山には砥石の採掘跡が残る。明治初めまで露天掘りだったが、その後
は砥石が乏しくなり、坑道を利用して採掘された。昭和 57年に町の記念物に指定
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Atmosphere of Tobe
Tobe Town, bordering Matsuyama, the prefectural capital of Ehime, 
is a pure and energetic town known for ceramics. While nature is 
abundant and a nostalgic feel remains in this Satoyama town, modern 
and artful designs reflected in Tobe pottery blend into daily life.
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